
ノーマライゼーション社会の

実現をめざして

第３次富山市障害者計画



はじめに 

富山市は、公共交通を軸として都市機能や生活基盤を徒歩圏内に集約

する「コンパクトなまちづくり」を推進するとともに、「地域の介護・

福祉」を重点的に取り組む施策と位置づけ、都市機能が充実し、多くの

方々から「訪れてみたい」、「住んでみたい」と思われるような、誰か

らも選ばれる魅力ある都市を目指してまいりました。 

 近年、人口減少と少子・超高齢社会の進行や、家庭や地域社会の変化

等に伴い福祉に対するニーズは、ますます多様かつ高度化しており、障害福祉の分野におき

ましても、障害者自立支援法の施行により、障害のある人が有する能力や適性に応じ、自立

した日常生活を営むことができるよう支援を行うこととされました。 

 平成２５年４月には障害者自立支援法が「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援

するための法律（障害者総合支援法）」に改正され、制度の谷間を埋めるべく、障害者の範

囲に難病等が加わりました。また、平成２５年６月には「障害を理由とする差別の解消の推

進に関する法律（障害者差別解消法）」が制定され、さらに平成２６年１月には、「障害者

の権利に関する条約」が批准されたことにより、益々、障害福祉に対する施策が重要なもの

であるとともに、身近なものになると考えております。 

 一方、国・地方の財政が依然として厳しい状況であることに加え、先の震災等からの復旧・

復興が最優先課題とされる中、真に必要なサービスとは何かを見極めながら、時代の要請に

かなった施策を展開していくことが一段と重要になっています。 

 こうした状況を踏まえ、本市では、障害者基本法に基づく「第３次富山市障害者計画」及

び障害者総合支援法に基づく「第４期富山市障害福祉計画」（別冊）を策定したところです。 

 これまで、障害の有無に関わらず、誰もが住み慣れた地域において、安心して生活を送る

ことができる「ノーマライゼーション社会」の実現に向けて、障害者計画及び障害福祉計画

を推進してきましたところ、障害のある人に対するサービスの充実はもちろんのこと、市民

にノーマライゼーションの意識が着実に浸透しつつあると実感しております。 

 今後も計画の推進に全力をあげて取り組む所存でありますので、市民の皆様には、この計

画の趣旨と重要性をご理解いただき、一層のご協力をお願い申し上げる次第です。 

 終わりに、この計画の策定にあたりまして、アンケート調査及びパブリックコメントなど

を通して貴重なご意見をいただきました関係団体及び市民の皆様、並びに熱心なご審議を賜

りました富山市障害者自立支援協議会の皆様に対し、心から感謝申し上げまして挨拶といた

します。 

平成２７年（２０１５年）３月 

           富山市長 森  雅 志 
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富山市障害者計画策定にあたって 

１  背 景 

(1) 国際的動向

近年におけるわが国の障害者施策は、1981（昭和56）年の「国際障害者年」に始まり、1982

（昭和57）年の「障害者に関する世界行動計画」、1983（昭和58）年～1992（平成４）年の

「国連・障害者の十年」、1993（平成５）年～2002（平成14）年の「アジア太平洋障害者の

十年」等一連の国際的な動向に大きな影響を受けながら進展を見せてきました。なお、「ア

ジア太平洋障害者の十年」は、2002（平成14）年５月のアジア太平洋経済社会委員会総会に

おいて、わが国の主唱により10年延長され、2012（平成24）年５月の同総会において、さら

に10年延長されました。 

2006（平成18）年、国際連合は、障害のある人の人権および基本的自由の享有を確保し、

障害のある人の尊厳の尊重を促進するための包括的かつ総合的な条約である「障害者の権利

に関する条約」（以下「障害者権利条約」といいます）を採択し、2008（平成21）年から発

効しました。わが国は、2007（平成19）年の障害者権利条約署名以降、条約の批准に向けた

国内法の整備等を進め、2014（平成26）年１月に同条約を批准し、同年２月から効力を発す

ることとなりました。 

(2) わが国の動向

わが国においては、昭和57年の「障害者対策に関する長期計画」に続き、平成５年には「障

害者対策に関する新長期計画－全員参加の社会づくりをめざして－」（障害者基本法の「障

害者基本計画」（第１次）とされました。以下「第１次障害者基本計画」といいます）を策

定し、同年12月には、障害のある人の自立と社会参加の一層の促進を図るため、障害者基本

法を制定（心身障害者対策基本法の抜本改正）しました。障害者基本法では、「すべて障害

者は、社会を構成する一員として社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する機

会が確保されること」が基本的理念として加えられています。また、法の対象となる障害に

ついて、旧法では対象とされていなかった精神障害を障害として明確に位置づけています。

この法律や第１次障害者基本計画を実効性のあるものとするため、障害のある人の福祉に関
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する施策および障害の予防に関する施策の総合的かつ計画的な推進をめざした障害者基本

計画の策定を国に義務づけ、都道府県および市町村にはこれに準じた計画の策定を求めてい

ます。 

平成14年12月、国は障害者基本計画（第２次）を公表しました。この計画においては、第

１次障害者基本計画における「リハビリテーション」および「ノーマライゼーション」の理

念を継承するとともに、障害のある人の社会への参加、参画に向けた一層の推進を図るため、

平成15年度から平成24年度までの10年間に講ずべき障害者施策の基本的方向について定め

ています。同時に、障害者基本計画の前期５年間において重点的に実施する施策、その達成

目標および計画の推進方策を定めた「重点施策実施５か年計画」を定めました。平成16年、

障害者基本法の一部を改正する法律により、努力規定であった市町村障害者計画の策定が平

成19年４月１日から義務規定とされました。平成25年９月、障害者基本計画（第３次）を公

表しました。この計画の基本理念および基本原則は、障害者基本法にのっとっています。 

一方、障害のある人のサービス等の提供について定める法制度も、めまぐるしく変わりまし

た。平成15年度からは、介護・福祉サービスの利用を従来の措置から利用者の選択による契

約に改めるなど、障害のある人の自己決定を尊重する支援費制度が導入されました。平成16

年、発達障害者支援法が公布されました。この法律において、「発達障害」とは、自閉症、アス

ペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害等をいい、これら

の人の心理機能の適正な発達および円滑な社会生活の促進のために、発達障害の症状の発現

後できるだけ早期に発達支援を行うこととしています。さらに、平成15年度に導入された支

援費制度を精神に障害のある人も含めて再構築する障害者自立支援法が平成17年11月に公

布されました。障害者自立支援法では、市町村に障害福祉計画の策定を義務づけています。 

わが国は、障害のある人の権利および尊厳を保護および促進する観点から、障害者権利条

約の意義を認め、起草段階から積極的に参加してきたところであり、2007（平成19）年の署

名以降、同条約締結に向けた国内法の整備を進めてきました。平成23年の障害者基本法の改

正においては、日常生活又は社会生活において障害のある人が受ける制限は、社会の在り方

との関係によって生ずるといういわゆる社会モデルに基づく障害のある人の概念や、障害者

権利条約にいう「合理的配慮」の概念が盛り込まれるとともに、国内において障害者基本計

画の実施状況を監視し、勧告を行う機関として障害者政策委員会が設置されました。また、

平成24年には、障害者自立支援法を「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた

めの法律」（以下「障害者総合支援法」といいます）に改正しました。さらに、平成25年、
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改正障害者基本法第４条の「差別の禁止」の基本原則を具体化し、障害を理由とする差別の

解消を推進することを目的として、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（以

下「障害者差別解消法」といいます）が制定されました。富山県においては、障害のある人

もない人も、互いに納得できる社会的な配慮が一層求められることから、すべての障害のあ

る人が安心して暮らすことのできる社会の実現に寄与することを目的とし、「障害のある人

の人権を尊重し県民皆が共にいきいきと輝く富山県づくり条例」が制定されました。また、

平成23年には「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」（以下「障

害者虐待防止法」といいます）、平成24年には「国等による障害者就労施設等からの物品等

の調達の推進等に関する法律」（以下「障害者優先調達推進法」といいます）、平成25年には

「成年被後見人の選挙権の回復等のための公職選挙法等の一部を改正する法律」等が議員立

法により制定されています。 

(3) 本市の取組み

平成17年４月、富山市、大沢野町、大山町、八尾町、婦中町、山田村および細入村の７市

町村が合併し、新たな富山市が誕生しました。合併前の７市町村はそれぞれ、障害者基本法

に基づく障害者計画を策定していました。平成19年３月、ノーマライゼーション社会の実現

をめざして、平成19年度から平成26年度を計画期間とする富山市障害者計画（第２次）を策

定しました。障害者基本法に基づく障害者計画および障害者自立支援法に基づく３期にわた

る障害福祉計画の推進によって、障害のある人に対する各種サービスの充実はもちろん、市

民にノーマライゼーション意識が浸透しつつあります。 

２  計画の策定方法 

(1) ニーズの把握等

障害者計画を策定するために最も重要なことは、障害のある人のニーズを把握して、それ

を計画に反映させることです。平成25年８月、障害のある人の生活実態、意見、ニーズ等を把

握するために、身体に障害のある人、知的障害のある人、精神に障害のある人、難病患者等

（特定疾患医療受給者証所持者）および障害のある児童を対象としたアンケート調査を実施

しました。さらに、平成26年６月には、障害のある人に関係する団体の方々に、障害者計画・

障害福祉計画に対する要望や現状のサービス等に対する意見等を提出していただきました。 
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(2) 計画の策定体制

計画の策定にあたっては、審議・策定機関として富山市障害者自立支援協議会、調査・研

究機関として富山市障害者計画等策定検討会およびワーキンググループを設置し、これらを

総合調整しながら推進するために、福祉保健部障害福祉課が事務局を担当しました。なお、

富山市障害者自立支援協議会および富山市障害者計画等策定検討会は、障害者総合支援法に

定める障害福祉計画についても、審議等を行いました。 

富山市障害者計画策定体制

各機関の構成と役割 

名  称 構   成   員 役  割 

富山市障害者自立支

援協議会  （17人） 

○学識経験者 

○福祉・保健事業等の関係者 

○障害者施設の代表者 

○障害者団体の代表者 

○教育・雇用機関の代表者 

○その他 

障害者計画・障害福祉

計画に関し必要な事項

について調査、審議し、

計画を策定する。 

富山市障害者計画等

策定検討会 （42人） 

座長は福祉保健部次長（福祉担当）、検討員は関係施

策を所管する課の課長 

障害のある人に関する

施策についての調査・

研究を行うとともに、

各部署間の相互調整・

連携を図る。 

ワーキンググループ 上記検討員がその所属職員のうちから推薦した者 

市 長 

富山市障害者自立支援協議会 

策定審議機関 

富山市障害者計画等策定検討会 

ワーキンググループ 

庁内検討組織 

福祉保健部障害福祉課 

事務局（総合調整） 


